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平成26年 年頭のごあいさつ平成26年 年頭のごあいさつ

継往開来
～さらなる成長へ～

京都府産業支援センター 会長
公益財団法人京都産業２１ 理事長

　あけましておめでとうございます。皆さまには輝かしい新年をお迎えのことと心よりお喜び申し上
げます。

　さて、第2次安倍政権が発足して1年が経ち、いわゆる「アベノミクス」のプラス効果で日本経済
は回復傾向が持続しており、上場企業の中間決算では業績回復が鮮明に現れた一方で、中小
企業においては円安による輸入原材料の高騰や電気料金の値上げ等により回復は鈍い傾向に
あるとの見方もあり、さらには今春の消費税率引き上げによる影響も懸念されるところです。

　昨年11月には、食材の虚偽表示が次 と々発覚し大きな問題になりましたが、食材にとどまらず、
安心安全な製品を顧客にお届けすることはものづくりの基本です。顧客のために当たり前のこと
を当たり前に真摯に取り組みつつ、新しいことにもチャレンジしていくことが、顧客との深い信頼
関係と企業の成長に繋がり、ひいては企業の継続に結びつくのではないでしょうか。

　そのような中、京都産業21におきましては、昨年夏以降に二つの新しい事業が立ち上がりまし
た。一つは黒字経営であっても後継者難から廃業が増加する中で、企業の事業承継等を支援す
る事業、もう一つは、付加価値の高い新たな事業展開を支援することにより、雇用を創出する事業
です。新たな雇用の場の確保等を条件にした事業経費の一部負担、また、新しいイノベーションに
取り組むために必要な高度専門家を派遣する等、いずれも京都の中小企業を元気にし、成長を
応援するために、「継」と「創」の両側面からオール京都のプロジェクト体制で臨んでいます。

　また、京都府中小企業技術センターにおきましては、次世代のものづくり産業への支援強化の
ため、測定・分析機器の大幅な更新と新規導入を図っており、さらに、府内中小製造業者の保有
技術を中心に、経営動向や直面する課題等を把握し今後の技術支援施策等の基礎資料とする
ため、10年ぶりに「京都府中小製造業技術実態調査」を実施しているところです。

　京都府産業支援センターでは、今年も現地・現場主義を基本とし、その中で企業の様々な状
況の変化やニーズを読み取りスピーディな対応を心がけるとともに、他の支援機関とより連携を
密にして相互の力を発揮することで、中小企業の皆様に安心してご利用していただけるようきめ
細やかなサポートで皆様方を応援してまいります。

　この一年が皆様にとりまして、実りのある明るい年でありますよう心から祈念いたしまして、新
年のごあいさつといたします。

村田 恒夫

京都の力は人、
人の交流で京都の元気を
創り出そう

京都府知事

　府民の皆さま、あけましておめでとうございます。

昨年を振り返って
　昨年は、台風第18号や福知山花火大会での事故、通学児童を巻き込む交通事故など、府民の生命・財産を脅
かす災害や事故が相次いだ年でした。改めて亡くなられた方のご冥福をお祈りいたしますとともに、被害を受けら
れた皆さまにお見舞いを申し上げます。一日も早い復旧のために、府は、国・市町村とともに全力を挙げて取り組ん
でまいります。
　一方で、東京オリンピック・パラリンピックの開催決定、和食のユネスコ無形文化遺産への登録など、日本の良
さが世界に認められるとともに、国内の景気や雇用情勢に明るい兆しが見えてきた年でした。また、府内でも、犯罪
件数の減少や有効求人倍率の改善、学力テストの着実な進歩など、さまざまな分野で明るい話題もありました。
　今年はこうした希望を、オール京都の取り組みでさらに実感できるものに変えていく年にしたいと思います。

人こそ京都の力
　そのためにも、京都の未来像を明確にして、府民の皆さまと力を合わせて進んでいきたいと思います。京都は、北
は京丹後市から南は南山城村まで、豊かな自然の恵みと歴史と伝統の積み重ねの中で共生を基調とする日本文
化を育み、多くの産業を興してきました。首都は東京に移りましたが、文化や伝統や職人のこころまで移ったわけ
ではありません。今も京都は、日本最高の文化と優れた技術力を受け継ぎ、多数の大学から有為な人材を送り出
し続けています。人こそ京都の力です。人が育ち、集まり、交流することこそ、京都の未来を輝かせるものです。

京都の元気は交流から
　京都縦貫自動車道は来年いよいよ全線開通し、平成28年度には京丹後市まで延びて京都の南北軸が完成し
ます。京都舞鶴港には外航クルーズ船の寄港も増え、新名神高速道路の着工凍結も解除され、さらにJR奈良線
の複線化も進めます。
　この新しい交流基盤の上に、「海の京都」をはじめ京都の魅力を生かした観光振興、旧「私のしごと館」を活用し
たオープンイノベーション拠点をはじめとする国際的な研究開発、東京オリンピック・パラリンピック開催に合わせ
た日本文化の祭典や2021年の生涯スポーツの国際大会「ワールドマスターズゲームズ」の開催など、国内外の人
の交流、産業や文化の交流を進め、和食や宇治茶、日本酒、京野菜を日本全国に世界に発信しながら、京都の元
気を創っていきたいと考えています。

人のこころを原動力に
　交流によって人を育て、新しい文化、技術、産業が生み出される京都には、日本人のこころや生き方、伝統や文
化を学ぶために、世界中からさまざまな人が訪れます。そして、その中から創り出される「人」に対する思いやり、「環
境」に対する優しさなど、世界の人 に々共通する「こころ」が、これからの少子高齢化やグローバル化など、私たちを
取り巻く多くの課題を解決する原動力になると信じています。一緒に、次世代の子供たちが誇れる京都をつくりま
しょう。

　この一年の、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げます。

山田 啓二
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